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町
の
教
育
の
基
本
的
な
方
針
や
総
合

的
な
施
策
の
大
綱
は
、
首
長
が
定
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
首
長
が
変
わ
れ
ば
大
綱

も
改
定
す
る
の
が
一
般
的
な
よ
う
で
す

が
、
本
町
の
大
綱
は
平
成
31
年
３
月
に

作
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
「
大
綱
」
が

頻
繁
に
変
わ
る
の
も
ど
う
か
と
考
え
、

改
定
は
見
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
間
、
私
も
小
学
校
の
再

編
を
経
験
し
、
地
域
か
ら
も
十
年
二
十

年
先
を
見
据
え
た
教
育
へ
の
取
り
組
み

を
求
め
ら
れ
た
経
緯
も
あ
り
、
今
年
度

よ
り
、
い
よ
い
よ
改
定
作
業
に
取
り
掛

か
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
す
。

　

大
綱
は
、
最
終
的
に
は
私
と
教
育
委

員
で
構
成
す
る
「
総
合
教
育
会
議
」
で

策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
た
た
き
台
を
作
る
諮
問
機
関
と
し

て
「
安
芸
太
田
町
ら
し
い
教
育
の
あ
り

方
懇
話
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

本
懇
話
会
に
お
い
て
特
に
私
が
議
論

し
た
い
の
は
、
①
本
町
ら
し
い
教
育
と

は
何
か
、
②
本
町
と
し
て
ど
ん
な
子
ど

も
を
育
て
て
い
き
た
い
の
か
、
と
い
う

２
点
で
す
。

　

本
町
ら
し
い
教
育
を
意
識
す
る
こ
と

は
、
町
の
魅
力
を
作
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
多
様
性
を
認
め
る

の
は
当
然
で
す
が
、
教
育
環
境
を
用
意

す
る
我
々
と
し
て
、
ど
ん
な
子
ど
も
を

育
て
て
い
き
た
い
の
か
（
安
芸
太
田
町

で
子
育
て
す
る
と
、
こ
ん
な
子
が
育
つ

よ
）
と
い
う
こ
と
は
し
っ
か
り
議
論
し

て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
『
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
導
入

な
ど
、
自
然
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
教

育
を
推
進
し
ま
す
』
と
主
張
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
は
是
非
大
綱
に
盛
り

込
み
た
い
と
考
え
、
諮
問
会
議
の
委
員

に
は
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
の
全
国
組
織

の
代
表
で
あ
る
内
田
幸
一
先
生
や
、
体

験
学
習
を
実
践
さ
れ
、
か
つ
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
教
育
の
草
分
け
と
も
い
え
る
堀

真
一
郎
先
生
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
が
力
を
入
れ
て
き
た
協

調
学
習
の
取
り
組
み
は
、
引
き
続
き
継

承
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
長
年
ご
指

導
を
い
た
だ
い
て
い
る
国
立
教
育
政
策

研
究
所
の
白
水
始
先
生
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
す
。

　

更
に
、
加
計
高
校
の
支
援
・
連
携
も

本
町
に
お
い
て
は
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

り
、
そ
の
分
野
の
委
員
も
選
定
す
る
予

定
で
す
。

　

小
さ
な
町
の
取
り
組
み
に
、
素
晴
ら

し
い
先
生
方
を
お
迎
え
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
先
生
方
が
一
堂
に
会

す
る
こ
と
で
ど
ん
な
化
学
反
応
が
生
ま

れ
る
の
か
、
期
待
と
同
時
に
、
大
き
な

宿
題
も
い
た
だ
く
も
の
と
覚
悟
し
て
い

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
町
民
の
ご
意
見
を
伺
う
機

会
も
設
け
る
予
定
で
す
が
、
ま
ず
は
こ

の
諮
問
機
関
に
お
け
る
議
論
を
進
め
、

た
た
き
台
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
一
回
会
合
は
７
月
29
日
17
時
か
ら
、

場
所
は
役
場
東
館
２
階
の
大
集
会
室
で

す
。
ご
都
合
の
つ
く
方
は
是
非
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

安芸太田町らしい
教育のあり方懇話会

vol.22

橋
はし

本
もと

　博
ひろ

明
あき

広報安芸太田　令和４（2022）年　7月号

橋本　博明
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新型コロナワクチン4回目接種について

●問い合わせ先／健康福祉課　☎22−0196

広報安芸太田　令和４（2022）年　7月号

町外で接種を希望される人

対象者Ⓑの人

対象者Ⓐの人

４回目の接種を希望される人は、
①接種券発行の申請手続きが必要です。申請は予約センター（☎082−262−7260）で受け付
　けます。役場でも申請できます。
②接種券が届いたら、予約センターで必ず予約してください。

３回目の接種から４か月が経過した頃に接種券を順次送付します。
うち、４月末までに町内で３回目の接種をした人（４月末で60歳の人）については、日時・場所を
指定した案内を送付します。予約する必要はありません。案内に記載された指定日を確認してくだ
さい。
ただし、次のような場合は、必ず予約センターへ電話してください。

4 回目接種についても、広島県では『広域接種』を行います。接種を希望する市町・施設の方法に
沿って予約してください。
ご不明な点は、「広島県ワクチン相談窓口」☎082−513−2847へご相談ください。
県外で接種を希望される人は、手続きが必要になります。接種を希望する市町でご確認ください。

◇対象者
　※接種日時点の年齢
　　です。

Ⓐ60歳以上の人

下記の①②を満たす人は、接種日程・場所を指定して接種
券を送付します。※３回目接種から４か月後に順次送付
　①４月30日までに町内で３回目の接種を完了した人
　②４月30日時点で60歳に達している人

Ⓑ18歳以上60歳未
　満で基礎疾患等
　のある人★1

接種を希望される人は、接種券の発行手続きが必要です。
予約センター（☎082−262−7260）、または、役場窓
口で申請してください。

◇接種時期 ３回目のワクチン接種から５か月後

◇使用ワクチン ★2 □ファイザー社製ワクチン　　□武田／モデルナ社製ワクチン

◇町内接種機関 □安芸太田病院　　□戸河内診療所　　□落合整形外科内科

★1　基礎疾患等がない人は接種できません。詳しくは右の二次元バーコードから厚生労働省
　　　「新型コロナワクチンQ&A」をご覧ください。
★2　国からの配分計画に基づき接種するワクチンは主にモデルナ社製となります。
　　 12〜17歳はファイザー社製を使用します。

○接種を希望しない場合
○町外、入院・入所先で接種する場合
○指定された日時で都合がつかない場合

　※３回目を町外で接種した人は日時指定をしていませんので、各自で予約が必要です。



屋 内 距離が確保できる距離が確保できる 距離が確保できない距離が確保できない

会話をする

会話を
ほとんど
行わない

屋 外 距離が確保できる距離が確保できる 距離が確保できない距離が確保できない

会話をする

会話を
ほとんど
行わない

夏場は、熱中症防止の観点から、屋外でマスクの必要のない場面では、マスクを外すことを推奨します。

○マスク着用は従来同様、基本的な感染防止対策として重要です。○マスク着用は従来同様、基本的な感染防止対策として重要です。

　一人ひとりの行動が、大切な人と私たちの日常を守ることに繋がります。　一人ひとりの行動が、大切な人と私たちの日常を守ることに繋がります。

○屋外では、人との距離（２ｍ以上を目安）が確保できる場合や、距離が確保でき○屋外では、人との距離（２ｍ以上を目安）が確保できる場合や、距離が確保でき

　なくても、会話をほとんど行わない場合は、マスクを着用する必要はありません。　なくても、会話をほとんど行わない場合は、マスクを着用する必要はありません。

○屋内では、人との距離（2 ｍ以上を目安）が確保できて、かつ会話をほとんど行○屋内では、人との距離（2 ｍ以上を目安）が確保できて、かつ会話をほとんど行

　わない場合は、マスクを着用する必要はありません。　わない場合は、マスクを着用する必要はありません。

新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

屋屋外外・・屋内屋内のマスク着用についてのマスク着用について

高齢の方と会う時や病院に行く時は、マスクを着用しましょう。高齢の方と会う時や病院に行く時は、マスクを着用しましょう。
体調不良時の出勤・登校・移動はお控えください。

目安目安
２m以上２m以上

マスクに
関するＱ＆Ａ

新型コロナウイルス
感染症予防のために
（厚生労働省HP）

マスク必要なし

マスク着用推奨 マスク着用推奨

マスク必要なし

マスク必要なし マスク着用推奨

マスク着用推奨

マスク必要なし

公園での散歩やランニング、サイクリングなど

距離を確保して行う
図書館での読書、芸術鑑賞

※十分な換気など感染防止対策を
　講じている場合は外すことも可

徒歩や自転車での通勤など、屋外で人とすれ違う場面

通勤ラッシュ時や人混みの中

ではマスクを着用しましょう

目安２m以上目安２m以上

目安２m以上目安２m以上

目安２m以上目安２m以上

4広報安芸太田　令和４（2022）年　7月号



人との距離（２ｍ以上を目安）が確保できる場合人との距離（２ｍ以上を目安）が確保できる場合

においては、マスクを着用する必要はありません。においては、マスクを着用する必要はありません。

また、就学前のお子さんについては、また、就学前のお子さんについては、

マスク着用を一律には求めていません。マスク着用を一律には求めていません。

新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

子ども子どものマスク着用についてのマスク着用について

マスク着用の必要がない場面マスク着用の必要がない場面

⃝⃝人との距離が確保できる場合人との距離が確保できる場合

⃝⃝人との距離が確保できなくても、人との距離が確保できなくても、
　会話をほとんど行わないような場合　会話をほとんど行わないような場合

⃝⃝人との距離が確保でき、人との距離が確保でき、
　会話をほとんど行わないような場合　会話をほとんど行わないような場合

屋外の運動場に限らず、プールや屋内の体育館等を含め、プールや屋内の体育館等を含め、
体育の授業や運動部活動、登下校の際体育の授業や運動部活動、登下校の際

〈例〉離れて行う運動や移動、

　　 鬼ごっこなど密にならない外遊び

〈例〉屋外で行う教育活動（自然観察・写生活動等）

〈例〉個人で行う読書や調べたり考えたりする学習

マスクの着用は推奨しません。

他者との距離にかかわらず、マスク着用を一律には求めて

いません。

マスクを着用する場合は、保護者や周りの大人が子どもの

体調に十分注意した上で着用しましょう。

▶夏場は、熱中症防止の観点から、マスクが必要ない場面では、マスクを外すこ▶夏場は、熱中症防止の観点から、マスクが必要ない場面では、マスクを外すこ

　とを　とを推奨します。推奨します。

▶▶マスクを着用しない場合であっても引き続き、手洗い、「密」の回避等の基本マスクを着用しない場合であっても引き続き、手洗い、「密」の回避等の基本

　的な　的な感染対策を継続しましょう。感染対策を継続しましょう。

※その他地域の状況に応じて、講じられている対策がある場合、それを踏まえ対応をお願いします。

※運動部活動において接触を伴う活動を行う場合には、各競技団体が作成するガイドライン

　等を確認しましょう。

※活動中以外の練習場所や更衣室等、食事や集団での移動を行う場合は、状況に応じて、マ

　スク着用を含めた感染対策を徹底しましょう。

屋外屋外

屋内屋内

学校生活学校生活

２歳未満２歳未満

２歳以上の就学前の子ども２歳以上の就学前の子ども

就学児について就学児について

就学前児について就学前児について

（小学校から高校段階）

保育所・認定こども園・幼稚園等の

高齢の方と会う時や病院に行く時は、マスクを着用しましょう。高齢の方と会う時や病院に行く時は、マスクを着用しましょう。

目安目安
２m以上２m以上

新型コロナウイルスに関連
した感染症対策に関する対
応について：幼小中高・特
別支援学校に関する情報
（文部科学省HP）

新型コロナウイルス
感染症予防のために
（厚生労働省HP）

気をつける
気をつける

ポイント
ポイント

5 広報安芸太田　令和４（2022）年　7月号



6広報安芸太田　令和４（2022）年　7月号

　

令
和
３
年
８
月
の
豪
雨
災
害
以
来
続
い

て
い
る
通
行
禁
止
措
置
で
す
が
、
復
旧
工

事
に
つ
い
て
は
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に

完
了
す
る
よ
う
県
で
進
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
場
合
で
も
黒
淵
エ
リ
ア
の

事
業
者
へ
の
影
響
は
大
き
い
こ
と
か
ら
、

工
事
期
間
中
で
も
通
行
が
で
き
る
よ
う
に

現
在
県
と
調
整
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

５
月
11
日
に
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
、

新
た
な
教
育
大
綱
の
策
定
に
向
け
て
準
備

を
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
、
そ
の
た
め
の

諮
問
機
関
と
し
て
「
安
芸
太
田
町
ら
し
い

教
育
の
あ
り
方
懇
話
会
」
を
設
置
す
る
こ

と
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
安
芸
太
田
町
ら
し
い
教
育
の
あ

り
方
懇
話
会
」
で
は
、
新
た
な
教
育
大
綱

の
策
定
に
向
け
て
、
本
町
ら
し
い
教
育
や

本
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育
て

て
い
き
た
い
の
か
と
い
う
目
標
に
つ
い
て

有
識
者
を
交
え
て
議
論
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
か
ね
て
か
ら
私
が
提
案
す
る
「
自

然
を
活
か
し
た
教
育
」
の
具
体
化
や
、
こ

れ
ま
で
本
町
が
力
を
入
れ
て
き
た
「
協
調

学
習
」
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

年
３
回
程
度
開
催
を
し
、
町
民
に
も
広

く
公
開
を
し
つ
つ
議
論
を
進
め
、
本
町
の

将
来
を
見
据
え
た
大
綱
の
策
定
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
広
島
市
安
野
支
店
の
廃
止
に
伴
い
、

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
安
芸
太
田
町
安

野
出
張
所
を
安
野
郵
便
局
へ
移
転
し
業
務

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が

１
億
５
千
10
万
５
千
円
と
な
り
、
昨
年
度

66月定例議会月定例議会
新
た
な
教
育
大
綱
の
策
定
に

つ
い
て

総
務
課

安
野
出
張
所
の
移
転
に
つ
い

てふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
つ

い
て

三
段
峡
遊
歩
道
の
状
況
に
つ

い
て

加
計
支
所

税
務
課

産
業
観
光
課

令
和
令
和
４４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
契
約

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
契
約

議
案
な
ど

議
案
な
ど
2020
案
件
を
可
決
・
報
告
・
承
認

案
件
を
可
決
・
報
告
・
承
認

　

令
和
４
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会
が
、
６
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
日
程
で

開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
契
約
議
案
な
ど
20
の
案
件
が

可
決
・
報
告
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
た
橋
本
町
長
の
行
政
報
告
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

　

国
が
示
し
た
新
た
な
被
爆
者
認
定
指
針

の
運
用
が
本
年
４
月
１
日
か
ら
は
じ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
援
護
の
対
象
か
ら
漏
れ
て
い
た

黒
い
雨
体
験
者
に
、
被
爆
者
健
康
手
帳
の

交
付
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
帳
交
付
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
進
達

「
黒
い
雨
」
に
遭
わ
れ
た
方

に
対
す
る
被
爆
者
健
康
手
帳

の
交
付
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課

町
長
行
政
報
告

の
目
標
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

が
前
年
度
に
比
べ
プ
ラ
ス
31
％
の
１
億
４

千
４
百
万
５
千
円
で
「
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
」
が
前
年
度
に
比
べ
プ
ラ
ス
１
６
５

％
の
６
１
０
万
円
で
す
。

し
た
申
請
書
類
を
広
島
県
で
審
査
さ
れ
、

交
付
決
定
と
な
っ
た
も
の
か
ら
町
に
郵
送

さ
れ
、
申
請
者
に
対
し
町
か
ら
手
交
（
ま

た
は
郵
送
）
す
る
も
の
で
す
。

　

５
月
末
現
在
の
被
爆
者
健
康
手
帳
等
の

申
請
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
１
種
健
康
診
断
受
診
者
証
の
交
付
に

つ
い
て
は
、
受
給
者
証
の
交
付
そ
の
も
の

が
、
被
爆
者
健
康
手
帳
が
交
付
さ
れ
な
い

場
合
の
補
完
的
な
役
割
を
持
つ
証
で
あ
る

た
め
、
被
爆
者
健
康
手
帳
と
同
時
申
請
さ

れ
て
い
た
21
件
（
手
帳
交
付
が
決
定
と
な

っ
た
42
件
中
）
に
つ
い
て
は
却
下
と
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
も
被
爆
者
健
康
手
帳
や
健
康
管
理

手
当
の
交
付
申
請
が
続
い
て
お
り
、
申
請

書
を
受
理
し
た
際
は
、
内
容
を
確
認
後
、

早
期
に
県
へ
進
達
す
る
よ
う
適
正
に
事
務

を
進
め
ま
す
。

申請種類 申請件数 交付件数 却下件数

被爆者健康
手帳の交付 246件 42件 0件

健 康 管 理
手当の認定 236件 30件 4件
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令
和
４
年
度
か
ら
家
庭
ご
み
指
定
袋
の

外
袋
を
「
燃
え
な
い
ご
み
指
定
袋
」
と
し

て
利
用
可
能
と
し
た
こ
と
に
加
え
、
令
和

３
年
１
月
か
ら
の
「
燃
え
な
い
ご
み
４
区

分
」
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
未
だ
に
多

い
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
町
内
全
域
で
ご

み
分
別
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
末
ま
で
で
６
つ
の
会
場
で
開
催
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
ご
み

分
別
に
関
す
る
周
知
・
啓
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
小
・
中
学
校
、
保
育
所

・
認
定
こ
ど
も
園
の
児
童
・
生
徒
・
在
園

児
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

66月定例議会月定例議会

町
内
全
域
に
お
け
る
ご
み
分

別
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

衛
生
対
策
室

小
・
中
学
校
、
保
育
所
・
こ

ど
も
園
の
教
育
・
保
育
活
動

に
つ
い
て

教
育
課

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 合計（人）

加 計 小 学 校 17 17 21 15 16 17 103
筒 賀 小 学 校 6 9 11 11 8 8 53
戸 河 内 小 学 校 11 12 10 6 10 11 60

合　計（人） 34 38 42 32 34 36 216

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計（人）

修 道 保 育 所 0 0 2 2 2 1 7
加計認定こども
園 あ さ ひ 0 3 6 8 12 15 44

認 定 こ ど も 園
と ご う ち 1 5 4 16 13 11 50

筒 賀 保 育 所 0 3 2 0 6 5 16
合　計（人） 1 11 14 26 33 32 117

1年生 2年生 3年生 合計（人）

加 計 中 学 校 10 19 17 46
安芸太田中学校 18 15 14 47

合　計（人） 28 34 31 93

　

本
年
１
月
末
か
ら
医
療
従
事
者
や
介
護

従
事
者
等
に
対
し
て
優
先
し
て
接
種
を
開

始
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

追
加
接
種
（
３
回
目
）
は
、
予
定
ど
お
り

２
月
か
ら
65
歳
以
上
の
方
に
開
始
す
る
と

と
も
に
、
12
歳
か
ら
64
歳
以
下
の
方
に
つ

い
て
も
６
か
月
を
経
過
し
た
時
点
で
追
加

接
種
が
行
え
る
よ
う
、
現
在
も
医
療
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
継
続
し
て
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
５
～
11
歳
の
児
童
に
対
す
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
３
月
か
ら
実
施
し
ま
し
た

が
、
町
内
で
の
接
種
希
望
者
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
現
在
で
は
広
域
接
種
の
み
に

移
行
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
末
現
在
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
状
況
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
４
回

目
接
種
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
５
か
月
を
経
過

し
た
60
歳
以
上
の
方
お
よ
び
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
て
５
か
月
を
経
過
し
た

18
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
方
の
う
ち
、
基
礎

疾
患
の
あ
る
方
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

６
月
下
旬
を
目
途
に
４
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
鋭
意
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て

健
康
福
祉
課

対　　象 ２回目
接　種

２回接
種済率

３回目
接　種

３回接
種済率

65歳以上 2,842人 92.94％ 2,711人 88.65％

20～64歳 1,854人 77.96％ 1,314人 55.26％

12～19歳 215人 70.26％ 46人 15.03％

５～11歳 32人 12.90％ ３回目は12歳以上

合　　計 4,943人 82.52％ 4,071人 67.96％

　

各
小
学
校
は
単
式
の
ク
ラ
ス
で
新
た
な

学
年
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
乳
幼
児
期
か

ら
義
務
教
育
期
、
高
校
の
育
ち
と
学
び
を

つ
な
ぐ
取
組
を
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い

ま
す
。
４
月
13
日
に
は
小
学
校
に
、
園
所

・
小
学
校
の
先
生
が
集
ま
り
、
入
学
間
も

な
い
１
年
生
の
授
業
の
様
子
を
参
観
し
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

（令和４年５月１日現在）
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広
島
県
健
康
福
祉
局　

医
療
介
護
基
盤

課
と
連
携
し
、
広
島
県
医
療
勤
務
環
境
改

善
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
い
た
だ
き
、
４
月
25
日
と
５

月
13
日
の
２
日
間
で
全
職
員
を
対
象
と
し

た
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

の
医
師
の
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
規
制

等
の
適
用
開
始
も
視
野
に
入
れ
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
す
べ
て
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

健
康
で
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る

職
場
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
評
価
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
等
を
行
い
、
職
員
に
と
っ

て
は
負
担
軽
減
や
働
き
が
い
の
向
上
を
目

指
し
、
患
者
様
に
と
っ
て
は
質
の
高
い
医

療
が
提
供
さ
れ
、
経
営
面
で
は
コ
ス
ト
の

適
正
化
、
経
営
の
質
の
向
上
に
繋
が
り
、

ｗ
ｉ
ｎ

−

ｗ
ｉ
ｎ

−

ｗ
ｉ
ｎ
と
な
る
よ
う

な
好
循
環
を
生
み
だ
す
足
掛
か
り
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
４

回
目
接
種
や
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
な
ど
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
１
，
６

５
８
万
円
、
国
県
補
助
金
の
採
択
に
伴

う
町
道
法
面
修
繕
工
事
や
橋
梁
補
修
工

事
お
よ
び
小
規
模
崩
壊
地
復
旧
工
事
に

１
億
５
，
５
０
４
万
６
千
円
。

　

ま
た
、
三
段
峡
遊
歩
道
法
面
復
旧
工

事
に
伴
う
安
全
対
策
と
し
て
現
場
誘
導

員
設
置
に
係
る
経
費
２
４
０
万
円
な
ど

を
含
む
、
総
額
１
億
９
，
４
４
９
万
８

千
円
の
増
額
補
正
。

　

補
正
後
の
累
計
額
は
７
８
億
４
，
０

４
４
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
除
雪
車
購
入
の
契
約
の
締
結

　

除
雪
車
の
購
入
に
つ
い
て
、
一
般
競

争
入
札
で
の
落
札
業
者
の
日
本
キ
ャ
タ

ピ
ラ
ー
合
同
会
社
広
島
営
業
所
と
の
契

約
締
結
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
契
約
金

額
は
１
，
２
０
４
万
５
千
円
で
す
。

●
旧
松
原
小
学
校
解
体
工
事
の
請
負

　

契
約
の
締
結

　

旧
松
原
小
学
校
解
体
工
事
に
つ
い
て
、

一
般
競
争
入
札
で
の
落
札
業
者
の
株
式

会
社
河
本
組
と
の
契
約
締
結
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
契
約
金
額
は
５
，
４
４
５

万
円
で
す
。

　　

３
月
29
日
に
総
務
省
自
治
財
政
局
長
通

知
よ
り
「
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体

制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
強

化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
と
り
ま
と
め
た
改
革
プ
ラ

ン
の
素
案
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
総

務
省
が
示
し
た
プ
ラ
ン
の
内
容
は
す
べ
て

網
羅
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
と
り
ま
と

め
た
素
案
を
そ
の
ま
ま
「
安
芸
太
田
病
院

公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

「
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
の
計
画
期
間
は

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
概

ね
６
年
間
と
し
、
①
安
芸
太
田
病
院
の
役

割
や
機
能
の
最
適
化
と
連
携
の
強
化
、
②

医
師
・
看
護
師
等
の
確
保
と
働
き
方
改
革
、

　

本
町
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
３
月
25
日
に
東
京
オ
リ
ン

66月定例議会月定例議会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
自
治
体
表
彰

に
つ
い
て

安
芸
太
田
町
病
院
事
業
中
長

期
計
画
（
安
芸
太
田
病
院
公

立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
）

の
策
定
に
つ
い
て

教
育
課

健
康
福
祉
課
・
病
院
事
業

広
島
県
医
療
勤
務
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
の
支
援
に
つ
い
て

病
院
事
業

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　

な
お
、
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
令
和
３

年
度
の
中
学
校
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は

４
月
に
実
施
し
、
令
和
４
年
度
の
小
学
校

の
修
学
旅
行
も
５
月
19
・
20
日
に
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め
る
こ
と
な
く

教
育
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
園
所
・
学
校
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
経
営
形
態
の
見
直
し
、
④
新
興
感
染
症

へ
の
取
組
み
、
⑤
施
設
・
設
備
の
最
適
化
、

⑥
経
営
の
効
率
化
に
つ
い
て
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、

町
と
病
院
事
業
が
密
に
連
携
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団
の

受
け
入
れ
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町

内
の
小
中
学
生
が
選
手
に
折
鶴
レ
イ
や
激

励
手
紙
を
届
け
た
り
、
大
会
後
は
筒
賀
小

学
校
５
・
６
年
生
が
ラ
イ
フ
ル
選
手
と
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
会
を
実
施
す
る
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
交
流
を
行
っ
た
こ
と

を
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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今
後
の
水
道
事
業
は
、
給
水
収
益
の
減
少
や
施
設

の
更
新
費
用
の
増
加
の
ほ
か
、
事
業
を
支
え
る
人
材

・
技
術
力
の
不
足
な
ど
、
経
営
環
境
の
悪
化
が
見
込

ま
れ
、
災
害
な
ど
の
危
機
事
案
に
強
い
体
制
の
構
築

も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
・
本
町
を
含
む

賛
同
す
る
市
町
で
「
広
島
県
水
道
企
業
団
設
立
準
備

協
議
会
」
を
設
置
し
、
令
和
５
年
度
企
業
団
事
業
開

始
に
向
け
、
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
、
町

議
会
へ
の
説
明
、
町
広
報
に
よ
る
周
知
を
行
い
な
が

ら
、
今
後
の
町
水
道
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
本
町
は
、
令
和
５
年
４
月
事
業

開
始
予
定
の
「
広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業
団（
仮

称
）」
へ
の
参
画
を
見
送
り
、
当
面
、
町
単
独
で
水

道
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
休
日
で
も
町
職
員
が
漏
水
対
応
し
て
く
れ
助
か
っ

　

て
い
る
。

●
企
業
団
に
参
画
し
な
い
こ
と
で
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ

　

る
か
。

〇
技
術
系
や
新
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｘ
等
）
の
専
門
人
材

　

不
足
は
課
題
と
な
り
、
他
へ
支
援
を
お
願
い
し
て

　

い
く
。
水
道
料
金
も
企
業
団
の
方
が
値
上
げ
を
抑

　

制
で
き
る
試
算
で
あ
り
、
町
独
自
で
負
担
を
軽
減

　

す
る
取
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

●
地
域
水
道
組
合
で
も
、
今
後
、
地
域
で
の
管
理
が

　

難
し
く
な
る
の
で
、
町
で
管
理
し
て
も
ら
い
た
い
。

〇
で
き
る
支
援
を
考
え
て
い
く
。

●
将
来
、
広
島
市
が
企
業
団
に
入
る
と
な
っ
た
場
合

　

ど
う
考
え
る
の
か
。

〇
施
設
、
経
営
、
人
材
の
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

　

な
る
可
能
性
は
あ
り
、
そ
の
時
点
で
考
え
て
い
き

　

た
い
。

●
水
道
の
こ
と
で
町
へ
連
絡
し
て
も
対
応
し
て
も
ら

　

え
な
い
こ
と
が
あ
る
。

〇
建
設
課
と
各
支
所
で
連
携
を
取
り
対
応
す
る
。

①
企
業
団
へ
の
参
画
に
よ
る
効
果
が
、
想
定

　
し
て
い
た
ほ
ど
効
果
が
見
込
め
な
い
こ
と

◦
維
持
管
理
や
物
品
の
一
括
発
注
等
に
よ
る
一
定
の

　

財
政
効
果
は
あ
る
が
、
地
理
的
特
徴
に
よ
り
、
他

　

市
町
施
設
と
の
再
編
等
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
は
見

　

込
ま
れ
な
い
。

◦
人
材
の
確
保
や
緊
急
時
対
応
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ

　

る
が
、
水
道
と
下
水
道
を
一
体
的
に
対
応
し
て
い

　

５
月
に
３
会
場
で
、
水
道
事
業
説
明
会
を
開
催
し
、

企
業
団
の
参
加
の
有
無
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
と
そ

の
理
由
を
説
明
し
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

●
＝
参
加
者
意
見　

〇
＝
町
回
答

●
水
道
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

　

り
、
維
持
管
理
、
施
設
更
新
を
し
っ
か
り
取
組
ん

　

で
も
ら
い
た
い
。

●
町
単
独
経
営
、
企
業
団
ど
ち
ら
が
良
い
か
、
経
営

　

状
況
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
町

　

で
考
え
、
判
断
さ
れ
た
こ
と
を
理
解
す
る
。

●
広
報
や
説
明
会
を
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
内
容
に

　

し
て
も
ら
い
た
い
。

●
太
田
川
の
源
流
域
に
位
置
す
る
本
町
の
「
水
資
源
」

　

を
大
切
に
し
て
、
流
域
市
町
な
ど
と
も
連
携
し
て

　

取
組
ん
で
ほ
し
い
。

水
道
広
域
連
携
に
つ
い
て

●問い合わせ先／建設課　上下水道係　☎28−1963

本町の水道事業について考える本町の水道事業について考える

広
島
県
水
道
企
業
団
へ
の
参
画
見
送
り

企
業
団
参
画
見
送
り
の
理
由

水
道
事
業
説
明
会

　

本
町
で
は
、
町
単
独
で
水
道
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
水
道
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
の
で
、
安
全
・
安
心
な
水
を
安
定

し
て
提
供
す
る
た
め
の
課
題
解
消
や
体
制
づ
く
り
に

引
続
き
、
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

る
本
町
で
は
、
水
道
業
務
専
属
と
な
る
企
業
団
職

　

員
の
派
遣
に
よ
り
、
上
下
水
道
業
務
全
体
で
職
員

　

数
が
増
加
し
、
町
の
負
担
が
増
え
る
可
能
性
が
あ

　

る
。

②
太
田
川
源
流
域
に
位
置
す
る
基
礎
自
治
体

　
で
あ
り
、
水
道
事
業
は
、
引
き
続
き
、
町

　
民
に
最
も
近
い
本
町
が
担
う
べ
き
と
の
考

　
え
に
至
っ
た
こ
と

◦
太
田
川
の
源
流
域
に
位
置
す
る
本
町
と
し
て
は
、

　
「
水
」
の
供
給
事
業
は
負
担
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

　

資
源
と
捉
え
て
町
づ
く
り
に
活
か
す
べ
き
も
の
。

◦
水
道
事
業
を
身
近
な
行
政
が
担
う
こ
と
を
地
域
住

　

民
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。



○家庭でできる生活排水対策について

○水洗化（下水道接続・合併浄化槽設置）へのお願い

○浄化槽設置補助

水質保全のために水質保全のために　　～生活排水対策と水洗化へのお願い～

　家庭から出る生活排水が河川などを汚す一番の原因で約７割を占めていると言われてい
ます。家庭でのちょっとした工夫が水質汚濁防止や下水道管の詰り防止につながります。
　今日から家庭でできる生活排水対策に取り組みましょう。

　町では、生活環境の改善・河川などの水質保全を図ることを目的とし、町下水道への接
続（集合処理区）や合併浄化槽の普及に努めています。
　町下水道集合処理区域の皆さんについては、下水道に接続していただきますようお願い
します。また集合処理区域外の皆さんについては合併浄化槽の設置をお願いします。

　町では、下水道区域外にお住いの人で新たに合併浄化槽を
設置する人に対し補助金を交付しています。
　設置を希望される方は、事前にご相談ください。

◦台所では、食器や鍋の汚れは紙などで拭き取ったり、ヘラでかきとってから洗いましょう。
◦油の処理は古新聞などにしみこませて、燃えるごみとして捨てましょう。
◦食器を洗うときの洗剤は適量を使いましょう。
◦調理くずや食べ残しが流れてしまわないように、水切り袋などを使いましょう。

●問い合わせ先
　建 設 課　☎28−1963　　住 民 課　☎28−2116
　加計支所　☎22−1113　　筒賀支所　☎32−2121

　町では依然として、農業用水路などに生活雑排水が流入、水田などに流れ込んでいる情報が
寄せられています。
　豊かな水環境保全のため、次の事について皆さんの理解と協力をお願いします。

旧戸河内町
（豪雪地帯）

旧加計町
旧筒賀村

（非豪雪地帯）

５人槽 463,000円 442,000円

７人槽 597,000円 570,000円

10人槽 864,000円 828,000円

　

６
月
18
日
、
川
・
森

・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ

ー
で
立
志
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
中
学
３
年
生

が
出
席
し
、
将
来
の
夢

と
志
を
誓
い
、
実
現
に

向
け
努
力
し
て
い
く
決

意
を
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
生
徒
を
代

表
し
て
、
加
計
中
学
校

の
片か

た

山や
ま

央お
う

榎か

さ
ん
と
安

芸
太
田
中
学
校
の
横よ

こ

山や
ま

莉り

音の
ん

さ
ん
が
将
来
に
向

け
た
決
意
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

式
典
後
の
講
演
で
は
、

筒
賀
中
学
校
の
卒
業
生

で
、
現
在
は
宮
大
工
の

清し

水み
ず

開か
い

基き

さ
ん
を
講
師

と
し
て
生
徒
た
ち
に
向

け
、
夢
や
志
を
実
現
す

る
た
め
に
努
力
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
の
重
要

さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

令
和
４
年
立
志
式

（
青
少
年
育
成
安
芸
太
田
町
民
会
議
主
催
）

▶︎
手ち

ょ
う
な斧
を
持
つ
清し

水み
ず

開か
い

基き

さ
ん

▶︎
横よ

こ

山や
ま

莉り

音の
ん

さ
ん

▶︎
片か

た

山や
ま

央お
う

榎か

さ
ん
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６
月
４
日
～
５
日
、
芸
北
地
区

中
学
校
選
手
権
大
会
が
郡
内
体
育

施
設
各
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
卓
球
と
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
は
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

芸
北
地
区
中
学
校
選
手
権
大
会

【
野
球
部
】

　

３
位　

安
芸
太
田
中
・
加
計
中

　
　
　
　

合
同
チ
ー
ム

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　

３
位　

安
芸
太
田
中
学
校

　
　
　
　

加
計
中
学
校　

【
卓
球
部
】

◦
女
子
個
人

　
　
　

３
位　

栗く
り

栖す　

姫き

久く

さ
ん

　
　
　
　
　
（
安
芸
太
田
中
２
年
）

　
　
　

３
位　

片か
た

山や
ま　

花か

楓え
で

さ
ん

　
　
　
　
　
（
安
芸
太
田
中
１
年
）

　

ベ
ス
ト
８　

渡わ
た
り　

美み

奈な

さ
ん

　
　
　
　
　
（
安
芸
太
田
中
１
年
）

◦
男
子
個
人

　

ベ
ス
ト
８　

横よ
こ

山や
ま　

惺せ
い

也や

さ
ん

　
　
　
　
　
（
安
芸
太
田
中
２
年
）

【
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

◦
団
体
戦

　

２
位　

加
計
中
学
校

◦
個
人
戦　

　

３
位　

古ふ
る

川か
わ　

茉ま

椰や

さ
ん

　
　
　
　

川か
わ

野の　

倫と
も

世よ

さ
ん
ペ
ア

　
　
　
　
　
　
　
（
加
計
中
３
年
）

加計中学校卓球部

加計中学校バレー部 安芸太田中学校バレー部

安芸太田中学校・加計中学校野球部合同チーム

安芸太田中学校卓球部

加計中学校女子ソフトテニス部

「深入山」山焼き

安芸太田中学校剣道部

　

草
原
は
、
茅
葺
き
屋
根
の
材
料
を
得
た
り
牛
馬
を
放
し
た
り

と
、
か
つ
て
日
本
の
暮
ら
し
を
支
え
る
存
在
で
し
た
が
、
今
や

国
土
の
１
％
に
ま
で
激
減
し
ま
し
た
。
一
方
、
近
年
で
は
観
光

資
源
と
し
て
優
れ
、
多
く
の
希
少
動
植
物
が
暮
ら
す
な
ど
、
多

様
な
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
草
原
の
里
市
町
村
連
絡
協
議
会
（
会
長
：
岩
井
東
伊
豆

町
長
）
で
は
、
全
国
に
残
る
草
原
や
里
に
光
を
当
て
、
人
と
自

然
の
関
わ
り
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
知
識
や
技
術
、
人
々
の
想

い
を
共
有
し
、
次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
た
め
「
未
来
に
残
し
た
い

草
原
の
里
100
選
」
を
募
集
し
、
湯
本
貴
和
京
都
大
学
名
誉
教
授

を
委
員
長
と
し
、
養
老
孟
司
氏
な
ど
の
有
識
者
か
ら
な
る
選
考

委
員
会
に
よ
り
34
地
域
が
選
定
さ
れ
、
う
ち
安
芸
太
田
町
か
ら

「
深
入
山
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
「
深
入
山
」
を
生
物
多
様
性
の
保
全
や
か
つ
て
の
原

風
景
を
将
来
に
わ
た
り
残
し
て
い
く
た
め
、
山
焼
き
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
山
に
生
え
て
い
る
木
々
の
除
伐
を
行
い
、
今

回
の
選
定
を
契
機
に
草
原
の
里
と
し
て
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
に
残
し
た
い
草
原
の
里
100
選

に
「
深
入
山
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
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「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
に
つ
い
て
、
４
月
５
月
で
１
９
３
０

件
の
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
相
乗
り
率
は
20
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
効
率
的
な
運
行
の
た
め
「
相
乗
り
」
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

６
月
28
日
に
安
芸
太
田
町
地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
、
昨
年

度
の
交
通
行
政
施
策
の
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
今
年
度
策
定
す
る

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
定
額
タ
ク
シ
ー
の
課
題
や
運
行
経
費
削
減
な
ど

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
電
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

・
運
賃
改
定
に
向
け
て
調
整
中
で
あ
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
や
報
告
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

　

総
企
バ
ス
の
加
計
戸
河
内
線
は
、
芸
北
～
戸
河
内
IC
を
１
日
３
往

復
運
行
す
る
路
線
で
す
。

　

当
該
路
線
の
第
２
便
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
10
月
に
運
行
時
間
を

変
更
し
、
利
用
の
増
加
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

利
用
は
伸
び
ず
１
日
の
利
用
も
１
名
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
路
線
維
持
の
た
め
、
往
路
・
復
路
の
第
２
便
を
減
便
し
、

１
日
２
往
復
の
運
行
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

減
便
に
よ
り
、
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
が
、
定
額
タ
ク
シ
ー
な
ど

有
効
に
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

◆
改
正
後
ダ
イ
ヤ
…
下
記
の
と
お
り

　
◆
改
正
日
…
10
月
１
日
㈯

総
企
バ
ス
ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
知
ら
せ

定
額
タ
ク
シ
ー
ご
利
用
の
お
知
ら
せ

地
域
公
共
交
通
会
議
の
開
催
　
　
　

総企バス（加計戸河内線）　※網掛部分が減便対象です。

往路

上
荒神原

芸北
支所

オーク
ガーデン

下
平見谷 猪山口 温　井 滝　本 滝山口 加計

中央
ショッ
ピング 木　坂 病　院

玄関前
戸河内
IC

8：25 8：32 8：38 8：53 9：06 9：11 9：18 9：20 9：22 9：24 9：31 9：35 9：40
11：33 11：40 11：46 12：01 12：14 12：19 12：26 12：28 12：30 12：32 12：39 12：43 12：48
14：40 14：47 14：53 15：08 15：21 15：26 15：33 15：35 15：37 15：39 15：46 15：50 15：55

復路

戸河内
IC

病　院
玄関前 木　坂 加計

中央
ショッ
ピング 滝山口 滝　本 温　井 猪山口 下

平見谷
オーク
ガーデン

芸北
支所

上
荒神原

11：05 11：10 11：14 11：19 11：21 11：25 11：27 11：34 11：39 11：52 12：07 12：13 12：20
13：20 13：25 13：29 13：34 13：36 13：40 13：42 13：49 13：54 14：07 14：22 14：28 14：35
16：40 16：45 16：49 16：54 16：56 17：00 17：02 17：09 17：14 17：27 17：42 17：48 ー

●問い合わせ先／企画課　☎28−1972　　総合企画コーポレーション　☎0826−35−1199

　

６
月
18
日
、
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
る
「
出
合
橋
」
の
紹
介
看
板
の
除
幕
式
が
、
「
出

合
橋
友
の
会
」
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
合
橋
を
管
理
す
る
広
島
県
西
部
建
設
事
務
所
安
芸

太
田
支
所
や
関
係
機
関
が
参
列
し
、
多
く
の
地
域
住
民

が
見
守
る
な
か
、
掛
け
声
と
と
も
に
除
幕
さ
れ
、
看
板

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
看
板
の
デ
ザ

イ
ン
は
、
出
合
橋
の
高
欄
（
欄
干
部
）
や
橋
全
体
の
曲

線
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
支
柱
を
特
徴
と
し
、
建
設
当
時
の

記
録
写
真
と
選
奨
土
木
遺
産
認
定
の
銘
版
が
白
色
の
背

景
に
映
え
て
い
ま
す
。

　

太
田
川
と
柴
木
川
が
合
流
す
る
場
所
に
あ
り
、
周
辺

地
域
の
往
来
だ
け
で
な
く
近
隣
自
治
体
（
広
島
市
、
廿

日
市
市
、
益
田
市
等
）
を
つ
な
ぐ
道
路
の
結
節
点
に
位

置
す
る
出
合
橋
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、

“
出
合
い
”
の
機
会
を
創
出
す
る
場
所
と
も
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
象
徴
と
し
て
地
域
振
興
や
環
境
美
化

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
出
合
橋
の
顔
と
し
て
新

た
に
設
置
さ
れ
た
紹
介
看
板
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
合
橋
紹
介
看
板
除
幕
式
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選挙特報選挙特報選挙特報選挙特報 ●問い合わせ先／安芸太田町選挙管理委員会　☎28−2111

　任期満了にともなう参議院議員通
常選挙が、６月22日公示、７月10日
投票の日程で行われます。
　わたしたちの声を国政に反映させ
る大切な選挙です。あなたの大切な
一票を投じましょう!!

場　　　所 期間・時間

安 芸 太 田 町 役 場 東 館 6月23日㈭～7月9日㈯
午前8時30分～午後8時

安芸太田町役場加計支所 7月2日㈯～7月9日㈯
午前8時30分～午後8時安芸太田町役場筒賀支所

期日前投票所

投票できる人

選 挙 公 報

投票日に仕事などで投票所に行けない人は、期日前投票ができます。

はがき（投票所入場券）に『宣誓書』を印刷しています。
期日前投票の際は、あらかじめご記入いただきますと受付が早く済みます。

投票日

7月
10日㈰

一票を投じる背中　おとなだね。

　候補者の経歴や政見などを記載した選挙公報は、７月の文書発送で配布
させていただいております。また、役場などの公共施設に配架するほか、
広島県のホームページでもご覧になれます。
　詳しくは、町公式サイトをご覧ください。

◦平成16年（2004年）７月11日までに生まれた人（投票日当日に満18歳以上）
◦令和４年（2022年）３月21日までに安芸太田町に住民登録をし、安芸太田
　町の選挙人名簿に登録されている人。

【例】はがき（投票所入場券）に印刷された『宣誓書』

安芸　花子

15　10      1

第26回参議院議員通常選挙について



14広報安芸太田　令和４（2022）年　7月号

安芸太田町国民健康保険からお知らせ

●問い合わせ先／本庁住民課 ☎28−2116　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121

●現在お持ちの「保険証」や「限度額認定証」の有効期限は、令和
　4年7月31日までとなっています。

※有効期限の切れた古い「保険証」や「限度額認定証」は、８月以降、各自廃棄されるか、本庁住民課ま
　たは各支所にお返しください。

新型コロナウイルス感染症の拡大予防のため、各医療機関の感染予防対策にご協力ください。

国民健康保険被保険者証等の更新について

今年度特定健診を受診された人全員に
3千円分の商品券をプレゼントします

　特定健診は、40歳〜74歳の人を対象に実施
する健診で、生活習慣を改善するきっかけと
なるものです。生活習慣病は、生活習慣の改
善によって予防できますので、忘れずに受診
して健康づくりに取り組みましょう！
　特定健診を受診するには事前に医療機関に
予約し、受診日には「保険証」、「受診券」、
「問診票」の３点を持参してください。
　今年度すでに、安芸太田町健診事業（山ゆ
り健診、人間ドック、働き盛り応援健診）を
申し込み、受診された人もプレゼントの対象
となります。

直接、医療機関に受診の予約をしてください。

保険証、受診券（水色の用紙）、問診票（複写式
の用紙）を持って予約日に受診してください。

受診後、結果が通知されます。

特定保健指導の対象者には、別途連絡がありま
す。保健師による保健指導を受けて、生活習慣
の改善に活用しましょう。

①

②

③

④

受診方法

保　 険 　証 令和４年８月１日からの「保険証」は、７月下旬に郵送しますので、８月以
降は、新しい「保険証」をお使いください。

限度額認定証
現在「限度額認定証」をお持ちの人には、更新の案内をお送りしますので、
令和４年８月１日からも「限度額認定証」が必要な人は、「限度額適用等認
定申請書」をご提出ください。

海で安全に
海で安全に

　 楽しむために
　 楽しむために

　例年、夏にはマリンレジャーによる
事故が発生しています。
　海上保安庁では、海の安全に楽しむ
ために、次の事項を呼びかけています。

◦小さな子どもから絶対に目を離さない

◦立入禁止区域や離岸流の危険がある場所では泳がない

◦飲酒したら絶対に泳がない

◦予め、家族、友人に、行先と帰宅時間を連絡する

◦ライフジャケットを着用する

◦防水パック入り携帯電話の連絡手段を持って行く

◦立入禁止区域では行わない

◦出発前に、機関の点検や残燃料を確認する

◦常時適切な見張りを行い、ライフジャケットを着用する

◦防水パック入り携帯電話の連絡手段を持って行く

　また、天候や波が荒れていたら、無理をせず、取り止める勇気を。

※注意事項の詳細については、ウォーターセーフティガイドをご覧ください。

競泳

釣り

小型
船舶

●問い合わせ先／浜田海上保安部交通課　☎0855−27−0772

ウォーターセーフティーガイド
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後期高齢者医療広域連合からお知らせ

●問い合わせ先／本庁住民課 ☎28−2116　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121
　　　　　　　　広島県後期高齢者医療広域連合 業務課 事業管理係 ☎082−502−3010

◎被保険者証（保険証）

◎限度額適用・標準負担額減額認定証

◎後期高齢者医療の被保険者の方の内、一定以上の所得のある人は、
　医療費の窓口負担割合が変わります

◎窓口負担割合が2割となる方には、負担を抑える配慮措置があります

●新しい保険証 ⇒「橙色」です。
●送 付 時 期 ⇒ ７月末日までに普通郵便でお届けします。
　（８月に入っても保険証が届かない場合は、役場住民課または各支所へお問い合わせください。）
※保険証の有効期限は令和４年９月30日となっています。これは、法改正により新たに窓口負担割合２
　割が設定されたためで、９月下旬に10月から使用できる新しい保険証が届きます。
※８月１日以降に病院等に行くときは、必ず、新しい保険証を提示してください。有効期間が過ぎた古
　い保険証は使えません。
※有効期限が令和４年７月31日となっている「水色」の保険証は、ご自分で責任もって廃棄するか、役
　場住民課または各支所に返却してください。
※令和３年１月～12月の所得状況等を基に、負担割合【１割・（２割は10月から）または３割】を判定し
　ます。その結果、今までお持ちの保険証と一部負担割合が変更となる人がいます。

　７月上旬までに申請をされ交付を受けている方（それ以降に申請された
人は、町より別途送付します。）は、新しい保険証に同封されます。
　ただし、現在、お持ちであっても、令和４年度が市町村民税非課税世帯
ではない人は、要件に該当しないので、新しい認定証は送付されません。

　令和４年10月１日から、後期高齢者医療の被保険者の人の内、一定以上の所得のある人は、現
役並み所得（窓口負担割合３割）を除き、医療費の窓口負担が２割になります。
　詳しくは、７月下旬に送付される被保険者証と同封されるリーフレットをご覧ください。
※住民税非課税世帯の人は基本的に１割負担となります。

●令和４年10月１日の施行後３年間（令和
　７年９月30日まで）は、２割負担となる
　人について、１か月の外来医療の窓口負
　担割合の引き上げに伴う負担額増加額を
　3,000円までに抑えます。
　（入院の医療費は対象外）
●配慮措置の適用で払い戻しとなる人は、
　高額療養費として登録口座へ後日払い戻
　します。

【配慮措置が適用される場合の計算方法】
例…１か月の医療費全体額が50,000円の場合

窓口負担割合１割のとき　① 5,000円
窓口負担割合２割のとき　② 10,000円
負　担　増　③（②−①） 5,000円
窓口負担増の上限　④ 3,000円

払い戻し等（③−④） 2,000円

配慮措置…１か月5,000円の負担増を3,000円までに抑えます。

後期高齢者医療被保険者証等の更新について
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　介護保険施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型

医療施設、介護医療院）やショートステイを利用する人の食費・部屋

代について、低所得の人への助成（補足給付）を行っています。

　補足給付を受けるには、負担限度額認定申請が必要です。

　本人および配偶者（別世帯の場合も含む）、同一世帯が非課税世帯で、預貯金等（現金、有価証券、

金銀、投資信託を含む）の合計金額が、一定額（下記表）以下である人です。

●問い合わせ先／健康福祉課　☎25−0250

※食事の提供に要する平均的な費用の額（基準費用額）は1,445円（日額）です。

※通所サービスにおける食事負担は対象となりません。

※〈　〉内の金額は、短期入所（ショートステイ）を利用した場合の食費の限度額です。

※（　）内の金額は、特別養護老人ホームを利用した場合の従来型個室の限度額です。

※２号被保険者（65歳未満）の資格要件については、段階に関わらず単身1,000万円、夫婦2,000

　万円以下です。

利 用 者
負担段階

食　費　の
負担限度額

居住費等の負担限度額

ユニット型
個　　　室

ユニット型
個室的多床室

従来型個室 多 床 室

第１段階　 300円 820円 490円
490円

（320円）
0円

第２段階　
390円

〈600円〉
820円 490円

490円
（420円）

370円

第３段階①
650円

〈1,000円〉
1,310円 1,310円

1,310円
（820円）

370円

第３段階②
1,360円

〈1,300円〉
1,310円 1,310円

1,310円
（820円）

370円

利 用 者
負担段階

あなたの令和３年中の所得金額 あなたと配偶者の預貯金等

第１段階　 生活保護受給者

第２段階　 年金収入等　※80万円以下
かつ単身650万円以下

（夫婦なら1,650万円以下）

第３段階①
年金収入等80万円超120万円

以下

かつ単身550万円以下

（夫婦なら1,550万円以下）

第３段階② 年金収入等120万円超
かつ単身500万円以下

（夫婦なら1,500万円以下）

食費・部屋代の負担軽減を受けられる人

負担限度額（１日あたり）

介護保険負担限度額認定介護保険負担限度額認定についてについて介護保険負担限度額認定介護保険負担限度額認定についてについて

※公的年金等収入額（障害年金・遺族年金等の非課税年金を含みます。）＋その他の合計所得金額
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お
知
ら
せ
!!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
問
い
合
わ
せ
先

　

安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２

－

２
０
３
１

　

杉
ノ
泊
地
区
で
町
内
32
か
所
目

と
な
る
通
い
の
場
「
吐と

虹こ
う

ま
め
な

会
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
！

　

約
８
人
ほ
ど
で
週
に
１
回
、
元

気
に
わ
き
あ
い
あ
い
と
体
操
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
重
り
の
準
備

も
万
全
で
、
意
欲
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
「
近
頃
口
の
中
が
乾
く
」「
食
べ

物
が
飲
み
込
み
に
く
く
な
っ
た
」

な
ど
、
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

口
の
中
も
足
腰
と
同
じ
よ
う
に

加
齢
と
と
も
に
徐
々
に
機
能
が
落

ち
て
い
き
ま
す
。

　

機
能
低
下
の
原
因
と
し
て
は
…

◦
話
す
こ
と
が
少
な
く
な
る

◦
噛
む
回
数
が
減
る

◦
入
れ
歯
が
合
っ
て
い
な
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
入
れ
歯
は
徐
々
に
す
り

減
っ
て
い
く
た
め
、
定
期
的
な
歯

科
医
院
の
受
診
が
大
切
で
す
。

　

安
芸
太
田
町
で
は
、
口
腔
機
能

・
栄
養
状
況
改
善
を
目
的
と
し
た

「
お
い
し
い
教
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
（
令
和
４
年
度
分
は
申

込
を
締
め
切
っ
て
い
ま
す
）

　

こ
の
教
室
で
は
口
腔
機
能
・
栄

新
た
な

新
た
な
通
い
の
場

通
い
の
場
がが

立
ち
上
が
り
ま
し
た
！

立
ち
上
が
り
ま
し
た
！

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

養
・
運
動
の
３
点
に
つ
い
て
助
言

や
宿
題
を
通
し
て
機
能
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
宿
題
を
続
け
る
と
、
む
せ
る
こ

と
が
減
っ
た
」
「
飲
み
込
み
や
す

く
な
っ
た
」
な
ど
の
変
化
を
感
じ

る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
（
65
歳
以
上
で

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
）

に
は
年
度
初
め
に
お
知
ら
せ
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
い
し
い
教
室
以
外
に

も
、
通
い
の
場
な
ど
で
「
か
み
か

み
100
歳
体
操
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。

歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎︎
２
２

−

０
１
９
６
）
で
は
相
談
も
承
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
食
べ
る
こ
と
や
話

す
こ
と
が
口
腔
機
能
の
維
持
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

意
欲
的
に
口
を
動
か
し
、
い
つ

ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
て
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

と
、
口
を
大
き
く
開
く

と
、
口
を
横
に
広
げ
る

と
、
口
を
前
に
突
き
だ
す

と
、
し
っ
か
り
舌
を
出
す

あ
い
う
べ
体
操
の
紹
介

あ
い
う
べ
体
操
の
紹
介

　

自
宅
で
気
軽
に
行
え
る
体
操
で
す
。

食
事
前
に
行
う
と
さ
ら
に
効
果
的
で

す
。
大
き
な
声
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

体
操
の
様
子
を
ご
紹
介
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み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
～

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

本
庁
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

人
権

　
人
権
と
は
、
決
し
て
私
た
ち
の
日
常

生
活
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
一
人
一
人
が
お
互
い
の
違
い
を
認
め
、

他
の
人
の
人
権
を
守
る
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
、
自
分
の
人
権
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
す
。
人
は
一
人
で
生
き
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
日
頃
か
ら
お
互
い
の
「
違
い
」

を
認
め
合
い
、
他
の
人
の
人
権
に
配
慮

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

が
逮
捕
さ
れ
、
裁
判
を
受
け
た
後
ど
う
な

る
か
ご
存
じ
で
す
か
。

　

法
務
省
で
は
、
関
係
省
庁
や
地
方
公
共

団
体
、
民
間
協
力
者
等
と
連
携
し
、
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
が
再
び
罪
を
犯
さ
な
い

よ
う
に
指
導
・
支
援
す
る
「
再
犯
防
止
対

策
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

　

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家
族

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
は
根
強
く
、
就
職

に
際
し
て
の
差
別
や
住
居
の
確
保
の
難
し

さ
な
ど
、
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い
る
人

た
ち
に
と
っ
て
、
現
実
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
が
、
社
会
で

孤
立
・
排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
再
び
社

会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め

に
は
、
本
人
の
強
い
更
生
意
欲
と
と
も
に
、

家
族
、
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
周
囲
の
人
々

が
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

広報安芸太田　令和４（2022）年　7月号

　

令
和
４
年
７
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

大お
お

庭ば　

由ゆ

弥み

さ
ん
（
新
任
）

　

栗く
り

原は
ら　

園そ
の

恵え

さ
ん
（
新
任
）

　

佐さ

々さ

木き　

亮
ま
こ
と

さ
ん
（
再
任
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
昭
和
24
年
６
月
１

日
に
施
行
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
法
に
基

づ
い
て
活
動
を
し
て
い
る
無
報
酬
の
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
人
た
ち
が
人
権
思
想
を
広
め
、
地

域
の
中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
こ
と
で
、
人
権
を
擁
護
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設

け
ら
れ
た
も
の
で
、
諸
外
国
に
例
を
見
な

い
制
度
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
現
在
約
１
万
４
千

人
が
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
全

国
の
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
安
芸
太
田
町
で
は
、
７
名
の
人

権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

安
芸
太
田
町
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

※
再
犯
防
止
啓
発
月
間

※
社
会
を
明
る
く
す
る
運

　

動
強
調
月
間

１
日　

更
生
保
護
の
日

7月

人 権
カレンダー

　

更
生
保
護
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
、
法
務
省
保
護
局
の
公
式
ツ
イ

ッ
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資
料
に

登
場
し
た
り
、
各
地
の〟

社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
〟
の
行
事
に
も
参
加
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
る
人
を
い
つ
も

温
か
く
見
守
り
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
幸

せ
な
社
会
を
願
う
心
優
し
い
ペ
ン
ギ
ン
で

す
。
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
胸
の
「
生
き

る
マ
ー
ク
」
。

更生ペンギンのホゴちゃんとサラちゃん
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●
問
い
合
わ
せ
先
／
広
島
県
環
境
保
全
課　

☎
０
８
２−

５
１
３−

２
９
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
西
部
厚
生
環
境
事
務
所
広
島
支
所　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２−

５
１
３−

５
５
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
住
民
課　

☎
２
８−

２
１
１
６

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
!!!!

■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
…

　

工
場
の
煙
や
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
な

ど
大
気
中
に
排
出
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物

や
炭
化
水
素
な
ど
が
、
太
陽
光
中
の
紫

外
線
に
よ
っ
て
光
化
学
反
応
を
お
こ
し

酸
化
性
物
質
（
例
え
ば
オ
ゾ
ン
、
パ
ー

オ
キ
シ
ア
セ
チ
ル
ナ
イ
ト
レ
ー
ト
、
二

酸
化
窒
素
な
ど
）
や
還
元
性
物
質
（
ホ

ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
）
が
生
成
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
物
質
が
霧
状
に
滞
留
し
た

状
態
を
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
呼
び
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
物
質
の
う
ち
、
二
酸
化
窒

素
を
除
く
酸
化
性
物
質
を
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
と
呼
び
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
特
に
６

月
か
ら
８
月
の
天
気
が
良
く
、
気
温
が

高
く
、
風
の
弱
い
日
に
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

注
意
報
等
を
発
令
し
た
と
き
は
、
県

の
関
係
機
関
や
各
市
町
を
通
じ
、
ま
た
、

報
道
機
関
の
協
力
を
得
て
、
次
の
事
柄

に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
、
健
康
被

害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

①
目
、
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
人
は
、
洗
眼
、

　

う
が
い
等
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応

　

じ
医
師
の
診
断
を
受
け
、
最
寄
り
の
県
厚

　

生
環
境
事
務
所
（
支
所
を
含
む
）
ま
た
は

　

市
町
役
場
に
連
絡
す
る
こ
と 

②
で
き
る
だ
け
外
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

　

と
（
特
に
呼
吸
器
系
疾
病
患
者
等
） 

③
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
に
お
い
て
は
、

　

状
況
に
応
じ
屋
外
運
動
を
中
止
す
る
こ
と 

④
自
動
車
を
使
用
す
る
人
は
、
不
要
・
不
急

　

の
自
動
車
の
運
行
を
差
し
控
え
る
よ
う
に

　

す
る
こ
と 

⑤
植
物
ま
た
は
家
畜
に
異
常
を
認
め
た
人
は
、

　

最
寄
り
の
市
町
役
場
に
連
絡
す
る
こ
と

■
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

○
不
要
不
急
の
自
動
車
の
運
転
を
控
え
る
。

○
夏
期
に
は
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
で
き
る
だ

　

け
し
な
い
。

○
自
動
車
の
急
発
進
、
急
加
速
、
か
ら
吹
か

　

し
は
し
な
い
。

○
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
や
車
内
で
人
を

　

待
つ
と
き
な
ど
駐
停
車
中
は
、
こ
ま
め
に

　

エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ

　

ン
グ
を
や
め
る
。

令
和
４
年
度　

黒
い
雨
体
験
者　

相
談
・
支
援
事
業

　

原
子
爆
弾
投
下
直
後
に
降
っ
た
黒
い
雨
に
よ
り
、
現
在
も
健
康
に
不
安
を
お
持
ち

の
人
に
つ
い
て
、
保
健
師
や
医
師
、
臨
床
心
理
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
役
場
健
康
福
祉
課
☎
２
５−

０
２
５
０

◦
広
島
県
被
爆
者
支
援
課

　
　

☎
０
８
２−

５
１
３−

３
１
０
９

対
象
と
な
る
人

事
業
の
内
容

　
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は
第
１
種
健
康
診

断
受
診
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、

広
島
県
な
ど
が
被
爆
地
域
の
拡
大
を
求
め
た

地
域
内
に
お
い
て
原
爆
投
下
直
後
に
黒
い
雨

を
体
験
し
、
現
在
も
健
康
不
安
な
ど
を
お
持

ち
の
広
島
県
内
に
お
住
ま
い
の
人
。

②
よ
り
専
門
的
な
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　
健
康
福
祉
課
を
通
し
て
、
広
島
県
へ
医
師

等
相
談
会
ま
た
は
巡
回
相
談
会
の
参
加
予
約

を
し
ま
す
。
予
約
を
し
た
会
場
で
参
加
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
安
芸
太
田
町
で
は
、
10
月
６
日
㈭　
川
・

森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
（
や
ま
び
こ
ホ

ー
ル
）
で
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
健
康
診
断

結
果
の
写
し
な
ど
、
最
近
の
健
康
状
態
が
分

か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⃝

交
通
費
の
助
成
に
つ
い
て
（
事
後
払
い
）

　
上
記
①
と
②
に
参
加
す
る
た
め
、
公
共
交

通
機
関
や
介
護
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用
し
、
４

０
０
円
以
上
の
交
通
費
を
負
担
し
た
方
に
つ

い
て
は
、
そ
の
交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。

⃝

健
康
診
断
費
の
助
成
（
事
後
払
い
）

　
相
談
の
参
考
と
す
る
た
め
、「
健
康
診
査
」

や
「
町
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
」
を
受
診
し
、

医
師
等
相
談
会
ま
た
は
巡
回
相
談
会
に
そ
の

結
果
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
人
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
に
限
り
受
診
に
要
し
た
自

己
負
担
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

保
健
師
・
医
師
・
臨
床
心
理
士
に

よ
る
相
談

※
本
事
業
は
健
康
相
談
で
あ
り
被
爆
者
健
康
手
帳

　
の
交
付
や
決
定
に
関
す
る
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
被
爆
者
健
康
手
帳
の
制
度
と
異
な
り
、
対
象
地

　
域
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
字
名
や
地
図
で
確
認

　
が
で
き
ま
す
の
で
、
健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
庁
、
各
支
所
（
安
野
出
張
所
）
で
も

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

①
町
ま
た
は
県
保
健
師
に
よ
る
相
談
の
実
施

　
役
場
健
康
福
祉
課
に
て
町
保
健
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
へ
来
ら
れ
な
い

人
に
は
県
保
健
師
が
自
宅
等
に
出
向
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、
個
別
の
訪
問
相
談

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
予
約
の
申
し
込
み
先
は
、
広
島
県
被
爆
者

支
援
課
☎
０
８
２−

５
１
３−

３
１
０
９
で
す
。



消費生活ホットライン消費生活ホットライン

●作業前に、作業内容と料金を確認し、当初の想定とかけ離れた料金の場合は、すぐに依頼せず、
　複数社から見積もりを取り比較検討するのもよいでしょう。
●巣が大きくなると駆除が困難になり、費用も高額になる傾向があります。定期的な点検を行い
　ましょう。
●請求額に納得できない場合は、料金を支払わずに、下記にご相談ください。

ひとこと
助言

皆さんも
皆さんも

気をつけて!
気をつけて!

蜂の巣蜂の巣のの駆除駆除でで 　　　　　　 　　　　　　

思わぬ思わぬ高額請求高額請求

産業観光課（役場本庁東館１階）☎28−1961
mail : syouhi@akiota.jp

安芸太田町消費生活相談所

（県庁）☎082−223−6111広 島 県 生 活 セ ン タ ー

　５センチ大の蜂の巣を見つけたので、ネ
ットで調べた業者に電話をした。その際、
料金を確認すると「蜂の巣１個で４千円。
他の処置をしても２万円まで」と言われた
ので依頼した。
　作業終了後、巣を１個だけ持参し「これ
以外にも２個巣があった」と合計11万円の
明細を見せられた。他の２個分の巣は見せ
られていない。車に乗せられ銀行に行って
支払ったが、高額ではないか。

安芸太田町WITHコロナ事業継続応援補助金
WITHコロナ・POSTコロナを見据え、「事業継続力強化計画（感染症対策を含む。）」を策定し、
事業継続を図ろうとする町内中小企業者を応援するため、前向きな設備投資等の経費の一部を補
助します。

補助対象事業 ①感染症対策事業　　②販路開拓事業　　③業務改善事業

補 　助 　金
◦補助上限額／30万円
◦補　助　率／補助対象経費の3/4

スケジュール
◦申 請 期 間／令和４年７月１日㈮〜10月31日㈪
　　　　　　　※予算額に達した場合は、申請期限前に受付を終了します。

◦完 了 期 限／令和５年２月28日㈫

事業者向け補助金情報 ●問い合わせ先
　産業観光課　商工係　☎28−1961
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農
業
委
員
を
、
農
業
者
の
組
織
す

る
団
体
お
よ
び
農
業
者
か
ら
の
推
薦
、

ま
た
町
全
域
か
ら
の
公
募
に
よ
り
募

集
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
、
応
募
さ
れ
た
人
の

中
か
ら
農
業
に
関
す
る
見
識
を
有
し
、

農
業
委
員
会
の
職
務
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
人
を
町
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。

◎
募
集
人
数

　

２
人

◎
担
当
予
定
地
区

　

下
筒
賀
・
下
殿
河
内
地
区

　

津
浪
・
坪
野
地
区

◎
応
募
資
格

①
安
芸
太
田
町
に
住
所
を
有
す
る
者

　

を
基
本
に
、
町
外
に
住
所
を
有
す

　

る
者
も
妨
げ
な
い
。

②
安
芸
太
田
町
の
職
員
で
な
い
者
。

◎
応
募
方
法

　

農
業
委
員
推
薦
届
出
書
、
農
業
委

　

員
応
募
届
出
書
の
い
ず
れ
か
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
推
薦
方
法

①
町
内
の
地
区
ま
た
は
町
内
全
域
か

　

ら
の
推
薦
の
場
合
は
、
農
業
者
、

　

農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
そ
の
他

　

関
係
者
３
名
以
上
が
連
名
し
、
そ

　

の
代
表
者
が
文
書
を
も
っ
て
推
薦

　

し
て
く
だ
さ
い
。

②
団
体
等
か
ら
の
推
薦
の
場
合
は
、

　

そ
の
団
体
、
組
織
の
代
表
者
が
文

　

書
を
も
っ
て
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
期
間

　

７
月
１
日
か
ら
７
月
29
日
ま
で

◎
選
考
方
法

①
候
補
者
評
価
委
員
会
に
て
面
接
を

　

行
う

②
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

◎
任　
　

期

　

１
年
間

　

（
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
）

◎
年
額
報
酬

　

２
０
８
，
０
０
０
円

◎
応
募
用
紙

　

各
推
薦
届
出
書
及
び
応
募
届
出
書

　

は
、
安
芸
太
田
町
農
業
委
員
会
事

　

務
局
（
役
場
産
業
観
光
課
内
）
で

　

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
安
芸
太
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

　

も
で
き
ま
す
。

◎
提
出
先

　

安
芸
太
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
役
場
産
業
観
光
課
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

安
芸
太
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
役
場
産
業
観
光
課
内
）

☎
２
８−

１
９
７
３

ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に
取
組
み
ま
し
ょ
う

「
ビ
ン
の
ラ
ベ
ル
は
が
し
」

「
ス
プ
レ
ー
缶
の
穴
あ
け
」
は
不
要
で
す
。

　

現
在
、
各
地
域
に
出
向
い
て
「
ご
み
分

別
説
明
会
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

「
ビ
ン
の
ラ
ベ
ル
は
が
し
」
「
ス
プ
レ
ー

缶
の
穴
あ
け
」
に
つ
い
て
多
く
質
問
が
あ

り
ま
す
。

　「
ビ
ン
の
ラ
ベ
ル
」
は
、
接
着
剤
で
直

接
ビ
ン
に
貼
り
付
け
て
あ
る
こ
と
が
多
く
、

ご
家
庭
で
ビ
ン
の
ラ
ベ
ル
を
は
が
す
こ
と

は
大
変
な
労
力
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
収
集
・
処
理
の
際
に
飲
食
料
品

の
ビ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
の
判
断
が
難
し
く

な
る
こ
と
か
ら
、
ビ
ン
の
ラ
ベ
ル
を
は
が

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
・
フ
タ
は
取

　

り
外
し
、
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
ス
プ
レ
ー
缶
」
は
、
ご
家
庭
で
穴
あ

け
を
す
る
時
に
誤
っ
て
怪
我
を
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
は
中
身
を

使
い
切
っ
て
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
穴
あ

け
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

衛
生
対
策
室
（
ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
☎
２
３−

１
１
２
０

農業委員を募集します

★
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

「
ビ
ン
」
を
出
す
と
き

「
ス
プ
レ
ー
缶
」
を
出
す
と
き

●
化
粧
品
の
ビ
ン
、
割
れ
た
ビ
ン
は
、
「
燃

　

え
な
い
ご
み（
陶
器
・
ガ
ラ
ス
類
）」
で
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ビ
ン
は
中
身
を
空

　

に
し
て
、
軽
く
す

　

す
い
で
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
「
資
源
ご
み
」
で
出
せ

　

ま
せ
ん
。「
燃
え
な
い
ご
み
（
金
属
類
）」

　

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
の
キ
ャ
ッ
プ
が
容
易
に
取
り

　

外
せ
る
場
合
は
、
取

　

り
外
し
、
分
別
し
て

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

安芸太田町農業委員会からのお知らせ

ご
み
の
分
別
に

ご
み
の
分
別
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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Ｑ
空
き
家
バ
ン
ク
へ
登
録
さ
れ
た
経
緯
を

　

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

加
計
の
空
き
家
は
祖
父
母
が
暮
ら
し
、

　

父
母
が
50
歳
前
に
帰
郷
し
住
ん
で
い
た
も

　

の
で
し
た
。

　
　

私
は
こ
の
町
へ
住
ん
だ
こ
と
が
な
く
、

　

夏
休
み
、
冬
休
み
、
田
植
え
や
稲
刈
り
に

　

訪
れ
る
場
所
で
し
た
が
、
自
然
の
環
境
や

　

周
り
の
人
た
ち
の
優
し
さ
に
定
年
後
は
こ

　

こ
で
両
親
を
支
え
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
る

　

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
、

　

２
年
の
間
に
両
親
が
相
次
い
で
他
界
す
る

　

と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

定
年
ま
で
10
年
近
く
も
あ
り
、
そ
の
間

　

の
家
屋
の
維
持
や
田
畑
の
管
理
を
ど
う
す

　

る
か
悩
み
な
が
ら
も
、
休
日
を
使
っ
て
月

　

２
回
ぐ
ら
い
草
刈
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ

　

へ
役
場
の
方
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
後
日

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
案
内
が
届
き
ま
し
た
。

　
　

中
山
間
地
で
は
不
動
産
の
流
通
も
少
な

　

く
売
却
な
ど
考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

　

送
ら
れ
て
き
た
案
内
は
役
場
の
方
々
の
手

　

作
り
感
満
載
で
、
町
を
ど
う
に
か
し
た
い

　

と
い
う
気
持
ち
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き

　

ま
し
た
。
使
わ
れ
な
い
家
屋
は
、
朽
ち
る

　

の
が
早
く
、
家
の
た
め
に
も
誰
か
使
っ
て

　

く
れ
る
方
が
い
れ
ば
そ
の
ほ
う
が
い
い
と

　

思
い
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
登
録
す
る
こ

　

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

Ｑ
登
録
す
る
際
に
不
安
だ
っ
た
こ
と
や
困

　

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

Ａ

躊
躇
し
た
の
は
、
こ
の
場
所
に
思
い
出

住
ん
で

み
つ
け
る

た
か
ら
も
の

　

今
回
は
、
以
前
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
に
登
録
し
、
物
件

を
新
た
な
持
主
へ
引
継
が
れ

た
、
加
計
地
区
の
斉
藤
さ
ん

に
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用

し
た
感
想
な
ど
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

　

の
あ
る
方
々
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
で
す
。

　
　

亡
父
に
は
４
人
の
兄
弟
が
あ
り
、
生
ま

　

れ
育
っ
た
思
い
出
の
場
所
を
手
放
す
こ
と

　

に
後
ろ
め
た
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

　

町
の
空
き
家
バ
ン
ク
の
こ
と
を
説
明
す
る

　

と
「
私
達
は
も
う
離
れ
た
者
だ
か
ら
あ
な

　

た
が
判
断
す
れ
ば
い
い
よ
。
家
も
使
っ
て

　

も
ら
え
る
人
が
い
る
方
が
喜
ぶ
だ
ろ
う
。」

　

と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
両
親
が
お
世
話
に
な
っ
た
集
落

　

の
人
達
に
も
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
ま

　

し
た
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
登
録
す
る
こ

　

と
を
伝
え
る
と
「
人
が
増
え
る
こ
と
は
い

　

い
こ
と
だ
と
。」
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
た
感
想
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

Ａ

役
場
の
方
が
、
自
ら
写
真
撮
影
や
間
取

　

り
図
を
描
か
れ
る
な
ど
、
と
て
も
親
切
な

　

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

　

内
見
に
も
ご
同
行
い
た
だ
き
フ
ォ
ロ
ー
し

　

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

こ
の
度
は
家
屋
と
は
別
に
一
部
畑
も
併

　

せ
て
手
放
し
ま
し
た
。
若
干
の
耕
作
を
し

　

て
い
ま
し
た
が
、
実
質
的
に
収
穫
は
な
く

　

（
日
々
の
管
理
や
収
穫
が
で
き
な
い
た
め
、

　

育
ち
す
ぎ
た
り
枯
れ
た
り〈
笑
〉）
草
刈
り

　

の
た
め
に
帰
郷
し
て
い
た
日
が
半
減
し
た

　

の
は
体
調
的
に
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　

残
念
だ
っ
た
の
は
家
財
整
理
の
補
助
制

　

度
を
知
ら
ず
、
登
録
前
に
処
分
を
し
て
い

　

た
こ
と
で
す
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、
そ
う
し
た
必

　

要
性
も
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
新
た
な
持
主
が
見
つ
か
っ
た
時
の
気
持

　

ち
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

自
宅
と
空
き
家
の
二
重
管
理
は
、
金
銭

　

だ
け
で
な
く
時
間
と
体
力
ま
で
必
要
と
さ

　

れ
、
正
直
負
担
感
が
あ
っ
た
の
で
肩
の
荷

　

が
降
り
た
感
じ
で
す
。

　
　

そ
れ
と
、
両
親
が
使
っ
て
い
た
家
屋
が

　

朽
ち
る
こ
と
な
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

　

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

Ｑ
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
を
ご
検
討
の
方
や
、

　

所
有
者
さ
ん
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ

思
い
出
や
思
い
入
れ
、
引
き
継
が
な
い

　

と
い
け
な
い
責
任
感
や
後
ろ
め
た
さ
、
い

　

ろ
い
ろ
悩
み
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
屋
や

　

土
地
は
使
っ
て
も
ら
っ
て
こ
そ
存
在
意
義

　

が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
朽
ち
た
り
荒
れ
て
い

　

く
姿
を
見
る
ほ
う
が
辛
い
の
で
は
な
い
で

　

し
ょ
う
か
？

　
　

活
用
し
た
い
方
が
あ
れ
ば
是
非
使
っ
て

　

も
ら
う
た
め
に
も
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

　

録
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
☎
２
８−

１
９
７
２

　

空
き
家
の
所
有
者
さ
ん
の
中
に
は
、
故

郷
へ
の
愛
着
や
親
族
の
思
い
・
家
財
整
理

な
ど
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い

よ
う
で
す
。
９
月
に
は
空
き
家
相
談
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
町
も
一
緒
に
考
え
ま

す
の
で
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



一般社団法人 地域商社あきおおた
（道の駅  来夢とごうち）

〒731−3664 安芸太田町大字上殿632−2
　☎28−1800 FAX28−1843

〔あきおおたDMO〕

道の駅マルシェ
毎月第４日曜日

※なくなり次第終了

7月24日㈰
9:00～16：00

次
回

地
域
商
社
あ
き
お
お
た
っ
て
？

バ
ス
の
立
ち
寄
り
増
加
中
！

あきおおた通信　第37号

　

地
域
商
社
あ
き
お
お
た

は
、
令
和
３
年
11
月
に
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
産
品

の
開
発
・
販
路
拡
大
と
い

う
商
社
的
機
能
と
「
稼
げ

る
」
観
光
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
民
の
み
な
さ

ま
・
関
係
団
体
・
事
業
者

を
つ
な
ぎ
、
活
き
活
き
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

し
ま
す
。
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　今回は加計エリアに新しくオープ
ンした「Bolero（ボレロ）」さんです。
　加計の商店街から豊平方面へ車で
５分程度行った先の川沿いのビオト
ープ川登にオープンされました。
　川のせせらぎや山あいの自然を感
じながら、ハンバーガーなどの軽食
やパスタ、すぐ側にある養魚場の新
鮮なアマゴを使った料理がいただけ
ますよ。

Bolero（ボレロ）
所 在 地／安芸太田町加計2060−1
営業時間／10:00～19:00
定 休 日／月・火曜日（祝日を除く）
備　　考／ペット OK

がんばる事業者さん紹介

理 事 会 代表理事１名、理事３名、監事１名

事業本部 正社員６名
出向２名、地域おこし協力隊３名

　

５
月
中
旬
以
降
、
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
に

ツ
ア
ー
バ
ス
が
来
訪
し
て
い
ま
す
。

　

１
回
に
40
人
前
後
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
、

地
元
産
品
を
中
心
に
お
買
い
求
め
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち

地域商社

観光事業課 

総務管理課

事業者支援係 

観 光 振 興 係

体験型観光係 

地域商社の新組織体制

道の駅管理運営、地域特産品開発、
事業者支援 等

地域DMO、観光戦略、教育旅行 等

経理業務、はじまりの家管理 等

森林セラピー、SUPなど体験推進誘
客企画、顧客管理、情報発信
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※
③
④
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
支
給
額
】

　

児
童
１
人
当
た
り
一
律
５
万
円 

※
申
請
を
必
要
と
す
る
人
は
、
健

　

康
福
祉
課
ま
で
相
談
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
５−

０
２
５
０

せ
ら
し
お

n
oi

t
a

mr
o

f
n

I
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
給

付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
児
童
】 

　

平
成
16
年
４
月
２
日
（
障
が
い

の
あ
る
児
童
の
場
合
平
成
14
年
４

月
２
日
）
か
ら
令
和
５
年
２
月
28

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

【
支
給
対
象
者
】

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

　

る
②
児
童
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

　

当
を
受
給
し
て
お
り
令
和
４
年

　

度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

※
①
②
は
申
請
は
不
要
で
す
。

③
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
中
学
校
卒
業
後
の
児
童

　

を
養
育
し
て
い
て
令
和
４
年
度

　

住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

④
令
和
４
年
度
住
民
税
均
等
割
は

　

課
税
だ
が
令
和
４
年
１
月
以
降
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

　

し
、
収
入
が
非
課
税
と
同
様
の

　

事
情
と
な
る
人
等

　

広
島
司
法
書
士
会
で
は
、
遺
言

・
相
続
に
関
す
る
多
様
な
お
悩
み

を
抱
え
た
方
々
へ
の
ご
相
談
に
応

じ
る
「
遺
言
・
相
続
相
談
会
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

令
和
４
年
８
月
７
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
相
談
形
式
】

①
電
話
相
談

　

相
談
会
実
施
日
に
次
の
電
話
番

号
に
て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

☎
０
１
２
０−

３
３−

９
２
７
９

②
面
談
相
談
（
事
前
予
約
制
）

　

広
島
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
に
て
面
談
形
式
で
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
面
談
相
談
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
次
の
電
話
番
号
に
て
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
８
２−

２
２
１−

５
３
４
５

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

広
島
司
法
書
士
会

　

☎
０
８
２−

２
２
１−

５
３
４
５

　

６
月
10
日
に
戸
河
内
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
各
隊
員
が
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

や
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

当
日
の
様
子
を
町
公
式
サ
イ
ト

へ
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

令
和
４
年
度
　
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

の
ご
案
内
　
　
　
　
　
　

広
島
司
法
書
士
会
が
遺
言

・
相
続
に
関
す
る
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
　
　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
　

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

リンク先
町公式サイト

高齢者高齢者のの火災予防火災予防
住宅火災で死亡する7割は65歳以上の高齢者です。

～火災からいのちを守るために～

令和４年度全国統一防火標語
『お出かけは　マスク戸締り　火の用心』

◉ストーブによる火災
　（就寝時は火を消す。ストーブ上で洗濯物を乾かさない。）
◉たばこによる火災
　（吸殻は灰皿にためない。水に浸して捨てる。）
◉電気配線による火災
　（たこ足配線注意。電気コードを引っ張ったりしない。）
◉こんろによる火災
　（使用中は離れない。燃えやすいものを近くに置かない。）
※早期発見のため住宅用火災警報器を設置しましょう。
●問い合わせ先
　安佐北消防署安芸太田出張所
　☎0826−32−2011

広島市消防局
キャラクター

『もみみん』

火の元確認

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
令
和
５
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
職
種
は
、
一
般
事
務
、
土
木
・
建
築
技
術
職
、
保
育
士
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

申
込
受
付
期
間
は
令
和
４
年
８
月
15
日
㈪
ま
で
で
、
第
１
次
試
験

日
は
９
月
18
日
㈰
に
行
い
ま
す
。

　

受
験
案
内
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
役
場
本
庁
、
各
支
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課　

☎
２
８−

２
１
１
１



　

国際交流だより国際交流だより カサンドラのページ
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ロスの７月ロスの７月 （July in Los Angeles）（July in Los Angeles）
　みなさん、こんにちは！

　もう７月になりましたね！暖かくなりはじめ、湿度も上がりました。私の初めての日本の

夏です！安芸太田町に来てから、次々とやって来る季節はどれもみんな好きなので、夏も絶対気に入るは

ずです。この夏はカブトムシを見つけるのを楽しみにしています。今でも自分のふるさとにはいない、違

った生き物を見ると新鮮でワクワクします。

　アメリカ、特に私の出身のロサンゼルスでは７月はとても楽しい時期です。夏が始まって、学校が長い

休みに入ります。天気もよくて、祭りや楽しい行事が盛りだくさんで、浜風も最高に気持ちいいです。

　しかし、夏の一番の楽しみは７月４日のIndependence Day （独立記念日）のお祝いです。この日は

アメリカが独立宣言書を署名し、イギリスから独立した日です。

　独立した記念に、アメリカ人は友達や家族と大きなバーベキューパーティ（cookouts）をします。

　ご馳走はホットドック、ハンバーグ、ステーキ、チーズマカロニ、などたくさんあります。デザートは

必ずアメリカの国旗と同じ色の赤、白と青でとても鮮やかでおいしいですよ！

　そして、この日の大きな楽しみは花火です。それぞれの街で花火大会を開催しますが、大体の家族は自

分の家で花火をあげます。私の家族は海の上で花火を見るために砂浜でバーベキューをします。

　私の誕生日は７月11日で独立記念日に近いです。４日にせっかく友達や家族が集まっているので、つい

でに私の誕生日と一緒にお祝いしていました。しかし私は定番の誕生日ケーキではなく、いつもスモアズ

（S’mores）をリクエストしていました。スモアズというデザートとは火で焼いたマシュマロとチョコレ

ートをクッキーで挟んで食べます。中のマシュマロとチョコがトロトロで、とても甘くておいしいです。

　みなさんはS’moresを食べてみたくないですか？　好きなバーベキューの材料は何ですか？　私に会っ

たら教えてくださいね‼

ビーチでの花火

火で焼いたマシュマロとチョコレートを
クッキーで挟んだスモアズ（S’mores）

広報安芸太田　令和４（2022）年　7月号

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時〜午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29〜1/3を除きます。）
◎携帯電話からも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレー
　ション事業者へお問い合わせください。
●各光コラボレーション受付窓口でお困りごとがあっ
　た場合でもお気軽にお電話ください。

審査  22−89−1

広告

0120−116116



 図書館
　だより
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筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内
　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内
　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内２階川・森・文化・交流センター内２階
　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

BOOK

『西洋の名建築がわかる七つの鑑賞術』

『誰にも嫌われず同調圧力をサラリとかわす方法』

『Excelでできるデータの収集・整形・加工

を極めるための本』

『子宝船』（小説）

『ラブカは静かに弓を持つ』（小説）

『二重らせんのスイッチ』（小説）

『八本目の槍』（小説）

『431秒後の殺人』（小説）

一
般
書

児
童
書

『ずかんはたらく微生物』

『たまごのはなし』

『おすしやさんにいらっしゃい！』

『ばあばにえがおをとどけてあげる』

『ともだちはしおりのこぶた』（読み物）

『ないしょの五日間』（読み物）

読んでミンサイ新刊案内♪読んでミンサイ新刊案内♪

移動図書館やまびこ号運行日
７月12日（火）・14日（木）・15日（金）・20日（水）

本館月末休館日 ７月２９日（金）

稲川淳二／著　講談社
2022.4発行

今月のおススメ本今月のおススメ本

「やだな～恐いな～」独特の

話芸で語り続けて50年、怪談

家・稲川淳二の集大成。

「真っ赤な男」「樹海の声」

「古い火葬場」など、長編を

じっくり堪能できます。短編

40作収録の前作、白い表紙の

「昭和・平成傑作選」も合わ

せて肝を冷やしてみませんか。

新しい図書館の仲間を紹介するよ! 『稲川怪談 昭和・平成・令和長編集』

広報安芸太田　令和４（2022）年　7月号

　

安
佐
北
消
防
署
安
芸
太
田
出
張
所
に
て
、
ポ
ン
プ
運
用
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

出
張
所
の
職
員
を
指
導
者
と
し
、
ポ
ン
プ
の
使
用
方
法
か
ら

連
結
方
法
、
ま
た
、
梅
雨
時
期
に
併
せ
て
積
土
の
う
工
法
ま
で

幅
広
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
は
水
利
か
ら
消
火
対
象
が
遠
い
場
合
を
想
定
し
、

消
防
ポ
ン
プ
か
ら
ポ
ン
プ
車
に
連
結
す
る
こ
と
で
、
よ
り
遠
く

ま
で
消
火
活
動
を
行
え
る
よ
う
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

火
災
は
い
つ
発
生

す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
も
し
も
の
時
の

た
め
に
団
員
全
員
が

有
効
的
に
ポ
ン
プ
を

活
用
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
訓
練
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
紹
介

消
防
団
の
活
動
紹
介

６
月
12
日　

ポ
ン
プ
運
用
訓
練



安芸太田町は… 　　 2,707人　 　  3,089人 　  5,796人　3,088世帯  2022年(令和4年)6月30日現在

今月の当番医

来月の当番医

7月

8月

７日㈰　山根医院（内科）
11日㈭　落合整形外科内科（整形外科）
14日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
21日㈰　山根医院（内科）
28日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）

10日㈰　山根医院（内科）
17日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
18日㈪　安芸太田戸河内診療所（内科）
24日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
31日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120−32−9026
　へお願いします。

今月の納税等

○固定資産税………………………第２期
○国民健康保険税…………………第２期
○後期高齢者医療保険料…………第１期
○介護保険料………………………第４期

（納期限:8月1日）
※納期限を必ず守りましょう

7月

７
月

11日㈪ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
12日㈫ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

13日㈬ 小板・松原・板ヶ谷・川手・柴木
梶ノ木・横川

15日㈮ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
19日㈫ 修道
20日㈬ 津浪一円・筒賀東区
22日㈮ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

25日㈪ 天神町・巴町・道の口・古市・新町
神田町・空条・本町・東旭町・西旭町

26日㈫ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
27日㈬ 程原・津都見・船場・来見

８
月

１日㈪ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
２日㈫ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
３日㈬ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草

５日㈮ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

８日㈪ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
９日㈫ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
10日㈬ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草
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■開催日／7月24日（日） 
■集合場所／ぷらっとホームつなみ
■受　付／8:00　出発式／8:30
■コース／4㎞　 ■参加費／100円

第146回 月例第146回 月例ウォーキングウォーキング

①発熱の有無など体調を確認
②マスクの持参など感染防止に努める
③主催者の指示等を守る

参加にあ
たっての
お願い　

７
月
11
日
㈪

粗大ごみ①区域
筒賀全域・与一野・才中得・寺領・長原
箕角・上殿中央・長田・杉の泊
※草尾地区は電話

令和４年度 粗大ごみ収集日程

※粗大ごみ集積場所に出してください。
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載されている
　収集区域です。収集区域によって収集日が異なりま
　すので、お間違えのないようお願いします。

広報安芸太田　令和４（2022）年　7月号

ひ
ろ
し
ま
環
境
の
日

広島県では、毎月第一土曜日を「ひろしま環境の日」
と定めています。まずは、できることから!! みんなで
エコな活動を率先して実践していきましょう。

●問い合わせ先／住民課　☎28−2116

8月6日（土）のテーマは、

やってみよう省エネ生活！
～エアコンの設定温度は28℃～

検査は事前予約が必要です。問い合わせ先にご連絡ください。
◇検査日時／８月２日㈫・９月６日㈫
　　　　　　13時～15時
◇検査場所／広島県庁 農林庁舎1階診察室

（広島県西部保健所　広島支所内）
●問い合わせ先／広島県西部保健所 広島支所
　保健課保健対策係　☎082−513−5521

広島県が行うＨＩＶ抗原抗体・梅毒検査
・肝炎ウイルス無料検査日程のお知らせ



満1歳の誕生日満1歳の誕生日
おめでとうございます。おめでとうございます。
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アプリ「マチイロ」（無料）はスマホやタブレットにインストールすることで、いつでもどこでも広報
「安芸太田」を読むことができます。※インターネットの通信料がかかりますので、ご注意ください。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

美
術
部

射
撃
部

　
６
月
４
日
に
広
島
市
内
で
開
催

さ
れ
た
、
第
13
回
「
平
和
公
園
ア

ー
ト
大
会
２
０
２
２
」
に
美
術
部

員
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
昨
年
を
大

き
く
上
回
る
１
５
０
人
を
超
え
る

各
高
校
の
美
術
部
員
が
参
加
し
、

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
半
日
と
い
う
短
い
制
作
時
間
で
、

各
自
が
よ
り
よ
い
作
品
を
描
く
た

め
に
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
ひ
と

り
ひ
と
り
が
自
分
の
考
え
る
「
平

和
」
と
向
き
合
い
な
が
ら
真
剣
に

制
作
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
３
年
生
／
小お

野の

松ま
つ

桃も
も

南な

さ
ん
と
、
２
年
生
／
山や

ま

根ね

菜な

月つ
き

さ
ん
が
特
選
、
１
年
生
／
国く

に

谷た
に 

遥は
る
かさ
ん
が
入
選
と
優
秀
な
成
績
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全校生徒が居ながらにして国際交流のできる学校

◆◆GO!GO!加計高通信　第95号◆◆

部
活
動

部
活
動
でで
大
活
躍

大
活
躍
!!!!  

　
６
月
５
日
に
広
島
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
（
ラ
イ
フ
ル
射
撃

競
技
）
が
、
広
島
県
つ
つ
が
ラ
イ

フ
ル
射
撃
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
７
月
の
全
国
高

校
選
手
権
大
会
の
予
選
も
兼
ね
て

お
り
、
大
会
の
結
果
、
ビ
ー
ム
ラ

イ
フ
ル
は
、
３
年
生
／
上う

え

田だ

大た
い

貴き

君
、
丸ま

る

山や
ま

航こ
う

輝き

君
、
木き

の

下し
た

和わ

奏か
な

さ

ん
、
瀨せ

川が
わ

詩し
い

奈な

さ
ん
、
２
年
生
／

松ま
つ

枝え
だ

友ゆ
う

輝き

君
、
玉た

ま

井い

菜な

海み

さ
ん
、

平ひ
ら

田た

莉り

菜な

さ
ん
、
１
年
生
／
新あ

ら

井い

悠は
る

斗と

君
、
三み

浦う
ら

一い
ち

朗ろ
う

君
、
一い

ち
や
な
ぎ柳ハ

ン
ナ
さ
ん
、
エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
は
、

３
年
生
／
辻つ

じ

村む
ら

友ゆ
う

希き

君
、
玉た

ま

垣が
き

柚ゆ

珠ず

乃の

さ
ん
が
、
全
国
高
校
選
手
権

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
全
国
大
会
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

※掲載にあたっては保護者
　のご了解を得ています。

奥
おく

田
だ

 晏
あん

朱
じゅ

ちゃん

【本郷三】

　1歳のお誕生日おめでとう！ 
　これからも愛嬌たっぷりで、
　みんなを明るく照らしてね。

いつまでも仲良し兄妹でおってぇね〜！

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥ ♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

パパとママの宝物！ 
選んでくれてありがとう♥
家族仲良く、 これからも
いっぱい笑顔見せてね！！

寺
てら

田
だ

 紬
つむ

希
ぎ

ちゃん

【上本郷４班】


